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日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト

選
手
権
が
９
月
６
日
か
ら
１０

日
ま
で
、
石
川
県
の
木
場
潟

カ
ヌ
ー
競
技
場
で
行
わ
れ

た
。
上
中
宙
士

主
将
（
経
営
４

・
久
美
浜
高
）

・
三
浦
翔

太

（
商
３
・
安
達

高
）
・
佐
藤
貴

充
（
商
２
・
安

達
高
）
・
村
上

弘
記
（
法
１
・

高
瀬
高
）
組
が

Ｋ
―
４
の
２
０

０
、
５
０
０
、

１
０
０
０
㍍
の

３
部
門
で

３

位
、
三
浦
・
佐

藤
組
が
Ｋ
―
２

の
１
０
０
０
㍍
で
２
位
と
、

好
成
績
を
残
し
た
。

上
中
主
将
は
「
Ｋ
―
４
は

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
乗
っ
て
み

た
時
に
、
進
み
が
よ
か
っ
た

の
で
関
東
学
生
選
手
権
と
は

メ
ン
バ
ー
を
変
え
て
今
大
会

に
臨
ん
だ
。
み
ん
な
よ
く
合

わ
せ
て
く
れ
て
、
乗
っ
て
い

て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
。
自

分
は
こ
れ
で
最
後
の
大
会
だ

が
、
１
年
次
生
も
２
年
次
生

も
成
長
し
て
い
て
来
年
も
期

待
で
き
る
。
頑
張
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
し
た
。

（
葛
西

千
瑛
・
文
２
）

今
年
も
専
大
サ
ッ
カ
ー
部

か
ら
Ｊ
リ
ー
ガ
ー
が
誕
生
す

る
。
Ｄ
Ｆ
栗
山
直
樹
（
法
４

・
清
水
東
高
）
の
Ｊ
２
ジ
ェ

フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原
・
千

葉
へ
の
加
入
が
内
定
し
た
。

昨
季
は
関
東
大
学
リ
ー
グ

戦
、
全
日
本
大
学
選
手
権
の

優
勝
メ
ン
バ
ー
に
名
を
連

ね
、
全
日
本
大
学
選
手
権
で

は
優
秀
選
手
賞
を
獲
得
。
３

月
の
日
韓
戦
で
は
全
日
本
大

学
選
抜
チ
ー
ム
の
主
将
を
務

め
、
大
会
Ｍ

Ｖ
Ｐ
に
輝
い

た
。
今
季
も

Ｃ
Ｂ
と
し
て

鉄
壁
の
守
り

で
チ
ー
ム
を

け
ん
引
し
て
き
た
が
、
７
月

の
総
理
大
臣
杯
全
日
本
大
学

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
け
が
を
負

い
戦
線
離
脱
。
後
期
リ
ー
グ

の
試
合
出
場
は
厳
し
い
も
の

の
、
連
覇
に
向
け
彼
の
存
在

は
不
可
欠
。
今
後
も
チ
ー
ム

を
支
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

栗
山
は
「
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー

選
手
に
な
る
と
い
う
目
標
を

達
成
で
き
て
う
れ
し
い
。
そ

し
て
今
ま
で
自
分
を
支
え
て

く
れ
た
両
親
や
指
導
者
の
方

々
、
一
緒
に
戦
っ
て
き
た
仲

間
に
感
謝
し
た
い
。
１
日
も

早
く
試
合
に
出
場
し
、
チ
ー

ム
の
勝
利
に
貢
献
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

（
鈴
木

詩
織
・
文
２
）

９
月
１５
日
か
ら
関
東
大
学

サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
戦
の
後
期

が
開
幕
し
た
。
初
戦
（
第
１２

節
）
・
東
京
学
芸
大
戦
で
２

―
１
の
白
星
ス
タ
ー
ト
を
切

る
と
、
続
く
第
１３
節
・
順
大

戦
は
７
―
０
で
大
勝
。
順
調

に
勝
ち
点
を
積
み
重
ね
た

上
、
得
失
点
差
を
大
幅
に
広

げ
て
単
独
首
位
と
な
っ
た
。

第
１４
節
・
明
大
戦
は
１
―
２

と
敗
戦
を
喫
し
た
が
１
位
を

キ
ー
プ
し
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
波
に
乗
り
た
い

専
大
だ
が
、
守
備
の
要
で
あ

る
Ｄ
Ｆ
栗
山
を
は
じ
め
、
け

が
人
が
多
い
。
ま
た
、
全
日

本
大
学
選
抜
の
遠
征
で
チ
ー

ム
を
離
れ
る
選
手
も
お
り
、

今
後
は
チ
ー
ム
練
習
の
少
な

さ
と
疲
労
が
問
題
と
な
る
。

し
か
し
、
３
試
合
で
１０
得

点
と
攻
撃
力
は
健
在
で
、
運

動
量
で
も
他
大
を
圧
倒
し
て

い
る
。
守
備

で
も
Ｄ
Ｆ
鈴

木
雄
也
主
将

（
経
済
４
・

武
相
高
）
を

中
心
に
安
定

感
を
見
せ
て

い
る
。

準
優
勝
に

終
わ
っ
た
夏

の
総
理
大
臣

杯
全
日
本
大

学
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
で
の
経

験
は
確
実
に
選
手
の
力
と
な

っ
て
い
る
。
連
勝
こ
そ
止
ま

っ
た
も
の
の
勢
い
が
衰
え
る

こ
と
は
な
い
は
ず
だ
。
こ
の

ま
ま
昨
季
に
続
き
、
リ
ー
グ

優
勝
を
勝
ち
取
っ
て
ほ
し

い
。

（
鈴
木
∥
写
真
も
）

９
月
１４
日
か
ら
１６
日
ま

で
、
関
東
学
生
馬
術
女
子
選

手
権
が
Ｊ
Ｒ
Ａ
馬
事
公
苑
で

開
催
さ
れ
、
小
林
千
純
（
経

済
３
・
栗
東
高
）
が
３
位
の

好
成
績
を
残
し
た
。

本
大
会
で
は
３
回
戦
以
降

は
他
校
の
馬
に
騎
乗
す
る
ル

ー
ル
で
、
普
段
通
り
に
騎
乗

す
る
こ
と
が
難
し
い
。
小
林

も
準
決
勝
の
馬
場
競
技
で
は

対
戦
相
手
よ
り
高
い
得
点
を

残
す
も
、
続
く
障
害
競
技
で

は
中
央
大
・
白
眉
山
号
と
息

が
合
わ
ず
、
２
反
抗
を
記
録

し
失
格
と
な
り
、
決
勝
進
出

は
な
ら
な
か
っ
た
。

小
林
は
「
専
修
の
馬
で
は

な
か
っ
た
の
で
調
整
な
ど
の

面
で
不
安
は
大
き
か
っ
た
。

し
か
し
普
段
と
違
う
馬
に
騎

乗
で
き
た
こ
と
で
、
い
つ
も

と
は
違
う
観
点
か
ら
自
分
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
、
い

い
経
験
に
な
っ
た
。
今
回
の

反
省
を
生
か
し
て
１１
月
の
全

日
本
学
生
選
手
権
に
臨
み
た

い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
的
場
唯
（
経
営
３

・
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

高
）
が
７
位
。同
日
程
、同
会

場
で
行
わ
れ
た
男
子
の
関
東

学
生
馬
術
選
手
権
で
は
近
藤

祥
太
（
経
営
３
・
静
内
農

高
）
が
５
位
に
入
賞
し
た
。

（
大
嶋

輝
・
文
２
∥
写

真
も
）

剣
道
・
関
東
学
生

優
勝
大
会

ベ
ス
ト
１６
入
り
で

全
日
本
学
生
出
場

９
月
９
日
、
日
本
武
道
館

で
関
東
学
生
剣
道
優
勝
大
会

が
行
わ
れ
、
専
大
は
ベ
ス
ト

１６
入
り
し
、
１０
月
に
大
阪
で

行
わ
れ
る
全
日
本
学
生
剣
道

優
勝
大
会（
以
下
、
全
日
本
）

へ
の
切
符
を
手
に
し
た
。

今
大
会
は

各
大
学
７
人

に
よ
る
団
体

戦
。
初
戦
は

中
堅
・
吉
武

剛
（
商
４
・

島
原
高
）
の
白
星
を
守
り
、

千
葉
大
に
１
―
０
で
勝
利
。

続
く
２
回
戦
は
シ
ー
ド
校
の

法
大
と
対
戦
。
今
大
会
の
山

場
と
な
っ
た
こ
の
試
合
は
、

次
鋒
・
赤
池
剛
志（
商
２
・
明

徳
義
塾
高
）
、
三
将
・
川
井
康

弘（
商
３
・
西
大
寺
高
）、大
将

・
鈴
木
貴
大
（
経
済
４
・
九

州
学
院
高
）
が
勝
利
し
、
３

―
０
で
法
大
を
下
し
た
。

全
日
本
へ
の
出
場
権
が
か

か
っ
た
駿
河
台
大
と
の
３
回

戦
は
先
鋒
・
吉
武
と
次
鋒
・

赤
池
の
活
躍
で
、
２
―
１
で

接
戦
を
制
し
た
。
し
か
し
、

４
回
戦
で
は
強
豪
・
中
大
を

相
手
に
粘
り
を
見
せ
た
も
の

の
１
―
２
で
敗
れ
た
。

松
下
吉
進
監
督
は
「
チ
ー

ム
の
調
子
は
良
か
っ
た
。
も

っ
と
上
を
目
指
し
て
い
た
だ

け
に
悔
し
い
。
こ
の
悔
し
さ

を
全
日
本
に
ぶ
つ
け
た
い
」

と
話
し
、
吉
武
は
「
メ
ン
タ

ル
面
で
差
を
感
じ
た
。
日
ご

ろ
か
ら
試
合
を
見
据
え
、
緊

張
感
を
持
っ
て
練
習
に
取
り

組
み
た
い
。
全
日
本
で
は
、

こ
の
悔
し
さ
を
バ
ネ
に
、
頑

張
り
た
い
」
と
語
っ
た
。

（
菅
原

明
彩
・
商
２
）

９
月
２２
、
２３
の
両
日
、
中

京
大
学
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

体
育
館
で
、
今
年
度
４
回
目

（
全
５
回
）
と
な
る
全
国
サ

ー
ブ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

大
会
が
行
わ
れ
、
ジ
ュ
ニ
ア

女
子
の
部
で
百
崎
千
裕
（
ネ

ッ
ト
情
報
１
・
佐
賀
商
高
）

が
３
位
に
入
賞
し
た
。

予
選
プ
ー
ル
か
ら
全
勝
と

い
う
好
調
な
滑
り
出
し
を
見

せ
た
百
崎
。
１
回
戦
は
１５
―

６
と
快
勝
、
２
回
戦
は
１５
―

１２
と
詰
め
寄
ら
れ
る
も
、
続

く
準
々
決
勝
は
１５
―
５
と
相

手
を
圧
倒
。
準
決
勝
は
１１
―

１５
と
惜
敗
す
る
も
、
３
位
決

定
戦
で
は
互
い
に
あ
と
１
点

と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
も
つ
れ

込
む
熱
闘
の
末
、
見
事
戦
い

を
制
し
た
。

（
大
嶋
）

男
子
の
関
東
大
学
テ
ニ
ス

リ
ー
グ
戦
（
２
部
）
が
９
月

２
日
か
ら
１８
日
ま
で
、
東
海

大
学
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
ほ
か
で

行
わ
れ
た
。
４
勝
１
敗
で
２

部
リ
ー
グ
優
勝
を
果
た
し
た

も
の
の
、
１
部
６
位
の
亜
大

と
の
入
れ
替
え
戦
（
９
月
２２

日
、
亜
大
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

は
３
―
６
で
敗
れ
、
惜
し
く

も
１
部
復
帰
に
は
手
が
届
か

な
か
っ
た
。

昨
年
果
た
せ
な
か
っ
た
１

部
復
帰
を
目
標
と
し
、
リ
ー

グ
戦
に
挑
ん
だ
が
東
海
大
と

の
初
戦
は
敗
退
。
し
か
し
、き

ん

続
く
駒
大
戦
に
５
―
４
の
僅

さ差
で
勝
利
す
る
と
上
武
大
、

青
学
大
に
連
勝
。
迎
え
た
中

大
と
の
最
終
戦
は
５
―
４
で

勝
利
。
２
部
リ
ー
グ
で
１
位

と
な
り
、
１
部
と
の
入
れ
替

え
戦
に
進
ん
だ
。

入
れ
替
え
戦
の
対
戦
相
手

は
昨
年
と
同
じ
亜
大
。
試
合

は
エ
ー
ス
・
渡
辺
輝
史
（
商

４
・
湘
南
工
科
大
附
高
）
が

シ
ン
グ
ル
ス
、
野
原
鴻
（
経

営
３
・
足
利
工
大
附
高
）
と

の
ダ
ブ
ル
ス
で
勝
利
。
主
将

の
山
下
勇
輝
（
経
済
４
・
法

政
第
二
高
）
も
夏
目
脩
平（
経

済
３
・
浜
松
工
高
）
と
の
ダ

ブ
ル
ス
で
勝
利
す
る
な
ど
健

闘
を
見
せ
た
が
、
３
―
６
で

敗
退
し
た
。

故
・
森
口
忠
造
総
長
の

遺
徳
を
し
の
ぶ
「
第
４０
回

森
口
メ
モ
リ
ア
ル
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
９
月
１１
日
、
川

崎
国
際
生
田
緑
地
ゴ
ル
フ

場
で
開
催
さ
れ
た
。

今
回
は
大
学
関
係
者
、

卒
業
生
ら
５８
人
が
参
加
。

全
学
応
援
団
Ｏ
Ｂ
の
菊
地

守
男
さ
ん
（
昭
４１
法
）
が

優
勝
に
輝
い
た
。

女
子
の
関
東
テ
ニ
ス
リ
ー

グ
戦
が
９
月
４
日
か
ら
１２
日

ま
で
、
有
明
テ
ニ
ス
の
森
公

園
ほ
か
で
行
わ
れ
た
。

昨
年
は
３
位
に
終
わ
り
、

今
年
こ
そ
は
リ
ー
グ
優
勝

と
、
上
位
２
校
に
与
え
ら
れ

る
全
日
本
大
学
対
抗
王
座
決

定
試
合
の
出
場
権
獲
得
を
目

指
し
た
が
、
２
勝
３
敗
で
５

位
。
２
部
２
位
の
青
学
大
と

の
入
れ
替
え
戦
は
５
―
２
で

勝
利
し
、
１
部
残
留
を
決
め

た
。（

斉
藤

亮
太
・
文
１
∥

写
真
も
）

◇
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

▽
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
（
１
部

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
）

１
勝
３
敗
・
勝
ち
点
３
∥
５
位

◇
準
硬
式
野
球
部

▽
東
都
大
学
準
硬
式
野
球
秋
季

リ
ー
グ
戦

６
勝
３
敗
・
勝
ち
点
２
∥
２
位

◇
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

▽
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦

７
勝
５
敗
∥
４
位

▽
関
東
大
学
女
子
リ
ー
グ
戦

４
勝
６
敗
∥
６
位

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

▽
秋
季
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦

１
勝
６
敗
∥
９
位

◇
野
球
部

▽
東
都
大
学
野
球
秋
季
リ
ー
グ

戦
（
２
部
）

６
勝
３
敗
・
勝
ち
点
２
∥
２
位

◇
ラ
グ
ビ
ー
部

▽
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦
（
２
部
）

２
勝
０
敗
・
勝
ち
点
８
∥
１
位

（
平
成
２４
年
１０
月
１０
日
現
在
）

漕
艇
・
日
本
カ
ヌ
ー
ス
プ
リ
ン
ト
選
手
権

入
れ
替
え
戦
は
惜
敗

カ
ヤ
ッ
ク
・
４
部
門
で
入
賞

テニス・関東大学リーグ戦

優勝

Ｋ
―
２

１
０
０
０
㍍
で
は
２
位

女
子
は
５
位

男子２部

▲ 手前が専大（左から三浦、村上、佐藤、上中）

馬
術
・
関
東
学
生
女
子
選
手
権

小
林
が
３
位
と
健
闘

▶

２
部
優
勝
を
飾
っ
た
男
子
テ
ニ
ス
部

金
城
（
左
）
と
石
井

▲ エースの吉武

（撮影・坂本）

▲ ３位と好成績を

残した小林

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
・
全
国
サ
ー
ブ
ル

チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ
大
会

サ
ッ
カ
ー
部
の
栗
山
選
手
が

ジ
ェ
フ
市
原
・
千
葉
に
加
入
内
定

▲ 攻撃の要の仲川

百
崎
が
３
位
入
賞

ジ
ュ
ニ
ア

女

子

森
口
メ
モ
リ
ア
ル
ゴ
ル
フ

菊
地
守
男
さ
ん
が
優
勝

●
リ
ー
グ
戦
途
中
経
過
●

●
リ
ー
グ
戦
途
中
経
過
●

サ
ッ
カ
ー
・
関
東
大
学
リ
ー
グ
戦（
後
期
）

好
発
進
で
首
位
キ
ー
プ

攻
撃
力
健
在
、
守
備
に
も
安
定
感

▶

優
勝
旗
を
授
与
さ
れ

る
菊
地
さ
ん
（
左
）
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